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I. 緒 言

ク ロロマ イセ チ ン(ク ロ ラム フ ェ ニ コー ル)は 薬

用 量 に於 て は細 菌の 呼吸 を 阻 害 しな い こ とが知 られ

て い るが,比 較 的高 濃 度 で はO2消 費 を 阻害 し,前

編 に記 した 如 く菌の グル コー ス,乳 酸,焦 性 ブ ドー

酸,コ ハ ク酸 な どを 基 質 と したO2消 費 を10-3Mに

於 て30～40%程 度, 3×10-3Mに 於 て は60～70%程

度 阻 害 し,又 これ らの う ちで は焦 性 ブ ドー 酸 を 基質

と したO2消 費 に 対 す る阻 害 が最 も大 で あ る.

本 編 に於 て は二 種 の基 質 を 同 時 に菌 に与 え た場 合

の相 互 作 用 に対 す る ク ロ ロマ イセ チ ンの 影 響 を 検 討

す る こと と した.

種 々の 細 菌 で,静 止 菌 浮 游 液 に二 つの 基 質 を 同時

に加 え る と各単 独添 加 の場 合 に 比 しO2消 費 が 著 し

く増 大 し,又 各 基質 の 代 謝 様 式 が 変 化 す る こ とが し

ば しば あ る13).供 試 菌Sh. flexneri 2a, 3a, St.

 sureue, albueに 於 て も この よ うな相 互 作 用 の現 わ

れ る基 質 の組 合せ が あ り,以 下 それ ら数 種 の組 合せ

の二 基 質 の相 互 作 用 に対 す る ク ロ ロマ イセ チ ンの影

響 を見 た実 験成 績 を 記 す こと とす る.

Ⅱ. 実 験 材 料 及 び 実 験 方 法

供 試 細 菌. Sh. flegneri 2a, Sh. fleaneri 3a,

 Staphyl. aureus, Staphy1. albue(夫 々F2a, F3a,

 aureue, albuaと 略 す)の 各 教 室 保 存 株.

静 止 菌 浮游 液 の 調製:前 偏同 様 普通 寒天20時 間

培 養 の 菌体 を 集 菌 後M/50燐 酸 緩 衝 液 を 以 て2回

遠 沈 洗 瀞 し,同 一 組 成 の 緩 衝液(pH 7.2)に 浮 游

せ しめ た.菌 量 測 定 は 光電 比 濁 計 に よつ た.

O2消 費 量 の測 定: Warburg検 圧 計 によ つ た.

基 質,阻 害 剤:何 れ も市 販 品 を 用 い,蒸 溜 水 に

溶 解 し, NaOH,又 はHClを 以 てpHを 修正 した.

グル コー ス及 び そ の分 解 産 物 の定 量:前 編 同 様

夫 々比 色 法 によ つ た.

クエ ン酸 の定 量:ク エ ン酸 化,プ ロム化 して ペ

ン タブ ロム アセ トンに 導 き,こ れ を石 油 エ ー テル で

抽 出, Na2Sに よ り発 色 させ て比 色 した14).

リボ ー スの 定 量:オ ル シン. HCl反 応 に よ る比

色 法15)に よ つ た.

ア ミ ノ酸 の定 量,ペ ーパ ー ク ロマ トグ ラ フ ィ16)

を 用 い,展 開 剤 は ブ タ ノ ール.氷 酷 酸 ・水(4: 1:

 2)と し,発 色 はニ ン ヒ ドリン反 応 によ つ た.な お

これ に よ る ア ミノ酸 の定 量 は精 度 が 低 い た め, spot

の 大 き さよ り概 略 の量 を 判定 す る に止 め た.

Ⅱ. 実 験 成 績

1. O2消 費 に 於 け る 二 基質 の 相 互 作 用 と,こ れ

に対 す る ク ロロマ イセ チ ンの 影 響

各 供 試 菌 の静 止 菌 浮 游 液 に ア スパ ラギ ン酸,グ ル

タ ミン酸,ト リプ トフ ァン,ヒ ス チ ヂ ン,ク エ ン酸,

リボー ス を 各 単 独 で 添加 した場 合及 び これ らを グ
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ル コース或は焦性ブ ドー酸と共に添加した場合のO2

消費量,並 びにこれに対するCMの 影響を検討 した.

第1表　 O2消 費 に 於 け る二 基 質 の相 互作 用 と これ に 対 す るCM, SM. AMの 影 響

グ ル コー ス,焦 性 ブ ドー酸-ア スパ ラギ ン酸

F2a

第2表　 O2消 費 に 於け る二 基 質 の 相 互作 用 と これ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グ ル コ ー ス,焦 性 ブ ドー酸 一 アス パ ラギ ン酸

F3a

O2消 費 は ワー ル ブ ル グ 検 圧 計 を 用 い,反 応 時 間

1時 間, pH 7.2, 37゜Cに 於 て行 い,菌 量 はF2a,

 F3aは 湿 菌 量20mg/cup, aureus, albusは

60mg/cupと し,基 質 はす べ てM/100, CMは3×

10-3Mと な るよ うに した. CMは 容 器 の主 室 に菌 液

と共 に入 れ て あ らか じめ よ く接 触 せ しめ, 15分 後 に

側 室か ら基 質 を 混 入 してO2消 費 を測 定 す る よ う に

した.

又 比 較 の た め 他 の 抗 生 物 質 ス トレプ トマ イ シ ン

(SM, 3×1O-3M),オ ー レ オ マ イ シ ン(AM3×

10-4M)添 加 の 影響 を も併 せ 検 討 した.

a. グル コー ス 又 は 焦 性 ブ ドー 酸 一ア ス パ ラ ギ

ン 酸

これ らの 二 基 質 の組 合せ に於 て は, F2aで は第1

表 の如 くで あ り,グ ル コー ス,焦 性 ブ ドー酸,ア ス

パ ラギ ン酸 各 単 独 添 加 の場 合 の02消 費 は夫 々171μ1,

 87μ1, 69μ1で あ るが,グ ル コー ス+ア スパ ラギ ン

酸 で は304μ1,焦 性 ブ ドー 酸+ア スパ ラギ ン酸 で は

217μ1と な り二 基質 を 同 時 に加 え る とO2消 費 が 促

進 され, CM添 加 で は グ ル コー ス,焦 性 ブ ドー酸,

ア ス パ ラ ギ ン 酸 各 単 独 添加 の場 合 は夫 々94μ1,

 41μ1, 32μ1と な り,か な りの 阻 害 が 認 め られ るに

拘 らず,グ ル コー ス+ア スパ ラギ ン酸,焦 性 ブ ドー

酸+ア ス パ ラ ギ ン酸 で は 夫 々257μ1, 184μ1と な

つ てCMに よ る阻害 度 は比 較 的小 で あ つ た.

SM添 加 によ る阻害 は グル コー ス単 独 で は殆 ん ど

見 られ ない が,む しろ促 進 され,焦 性 ブ ドー 酸,ア

スパ ラギ ン酸 で も比 較 的阻 害 が 小 で あ り,又 二 基質

添 加 に於 て も阻害 は 軽微 で あつ た.

AM添 加 で は各 基 質 と も に か な り阻 害 され,又
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二基質を同時に添加 した場合のO2消 費促進作用は

殆んど打消された.

第3表　 O2消 費に 於け る二 基 質 の 相互 作 用 と これ に 対 す るCM, SM, AMの 影 響

グル コー ス,焦 性 ブ ドー酸.ア ス パ ラ ギン酸

aureus

第4表　 O2消 費 に 於け る二 基 質の 相 互 作 用 とこれ に 対 す るCM, SM, AMの 影 響

グル コー ス,焦 性 ブ ドー酸 一 アス パ ラギ ン酸

albus

F3aに 於 て は第2表 の如 くで,上 述 の グル コー ス,

焦 性 ブ ドー 酸,ア ス パ ラ ギ ン 酸 各 単 独 で は 夫 々

191μ1, 124μ1, 92μ1で あ り,グ ル コー ス+ア スパ

ラギ ン酸 で は272μ1,焦 性 ブ ドー酸+ア スパ ラギ ン

酸 では196μ1と なつ て,二 基 質 を 同 時 に 添 加 した

O2消 費 量 はそ の 両 基 質単 独 のO2消 費量 の和 を 出 な

い が, CM添 加 で は グル コー ス,焦 性 ブ ドー酸,ア

スパ ラギ ン酸 各 単 独 で夫 々127μ1, 56μ1, 37μ1と

な つ て か な りの 阻 害 が 見 られ るに対 し,グ ル コー ス

+ア スパ ラギ ン酸,焦 性 ブ ドー 酸+ア スパ ラギ ン 酸

で は夫 々247, 164μ1と な つて 比 較 的 阻害 は小 で あ

り,か つ二 基質 同時 添 加 のO2消 費 は そ の両 基 質 単

独 の もの の和 よ りも は るか に 大 とな る結 果 が 得 られ

た.

SM, AMの 影 響 は上 述 のF2aの 場 合 と同様 で あ

り, SMは 各 基質 に於 け るO2消 費 に 余 り影 響 を 与

え ず, AMは 二 基質 添加 によ るO2消 費 促 進 作 用 を

打 消 す こと が 認 め られ た.

aureusに 於 て は 第3表 の 如 く阻 害 剤 無添 加 で は

グル コー ス,焦 性 ブ ドー 酸,ア スパ ラギ ン酸 を単 独

で基 質 と したO2消 費 は 夫 々187μ1, 62μ1, 49μ1

で あ り,グ ル コー ス+ア スパ ラギ ン酸,焦 性 ブ ドー

酸+ア スパ ラ ギ ン 酸 で は夫 々296μ1, 187μ1と な

つ て や は り両 基 質 単 独 の 場1合 に比 しO2消 費 は 促 進

され るが, CM添 加 で は グル コー ス,焦 性 ブ ドー 酸,

ア スパ ラギ ン酸 で夫 々90μ1, 29μ1, 29μ1,又 グル

コー ス+ア スパ ラギ ン酸,焦 性 ブ ドー酸+ア スパ ラ

ギ ン酸 で は夫 々112μ1, 72μ1と な つて 両 基 質 単 独
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のO2消 費 の 和 と大 差 な く,二 基 質 同 時 添 加 に よ る

O2消 費 促 進 は 見 られな くな り,前 述 のF2a, F3a

とは異 つて い た.

albusで も第4表 の 通 り, aureusに 於 け る と同

様 に 阻害 剤 無添 加 で は ア スパ ラギ ン酸 とグル コ ー ス,

又 は焦 性 ブ ドー酸 を 同時 に添 加 す る とO2消 費促 進

作 用 は認 め られ るが, CMを 添 加 す る と この 作用 は

消 滅 した.

b. グル コー ス又 は焦 性 ブ ドー酸 一グル タ ミン酸

この組 合せ に 於て も上 述 の ア スパ ラギ ン酸 との組

合 せ に 於 け る と 同 様 で あ り, F2a, F3aで は夫 々第

5, 6表 の 如 く,二 基質 を同 時 に 添加 した場 合 のO2

消 費促 進 作 用 はCMに よ り 打 消 され ず, aureus,

 albusで は夫 々第7, 8表 の 如 く ア スパ ラギ ン酸 と

の組 合せ に於 け る と 同 様,二 基 質 同時 添 加 によ る

O2消 費促進はCMに より消滅 した.

而 してSMは このO2消 費促進作用には影響を与

えず, AM添 加によつてはこの作 用は打消された.

c. グルコー ス又 は焦性 ブ ドー酸-ト リプ トフ

ァン

F2aで は第9表 の 通 りで,ト リブ+フ ァンを基 質

と したO2消 費 は認 め ら れ な い が,グ ル コー ス又 は

焦 性 ブ ドー 酸 と共 に添 加 す る とO2消 費 を増 大 し,

グル コー ス,焦 性 ブ ドー 酸 単 独で は夫 々206μ1,

 88μ1で あ るの に 対 し,ト リプ トフ ァン と同時 に添

加 す る と夫 々256μ1, 112μ1と なつ た.

第5表　 O2消 費 に 於 け る二 基質 の 相 互作 用 とこれ に 対 す るCM, SM, AMの 影 響

グル コ ー ス,焦 性 ブ ドー酸 一 グル タ ミン酸

F2a

第6表　 O2消 費 に 於 け る 二 基質 の 相 互作 用 とこれ に 対 す るCM, SM, AMの 影 響

グ ル コ ー ス,焦 性 ブ ドー酸 一 グル タ ミ ン酸

F3a

而 してCMを 添 加 す る と グル コー ス,焦 性 ブ ド

ー 酸で は夫 々89μ1 , 42μ1と な り か な りの阻 害 が

見 られ るの に対 し,グ ル コー ス+ト リプ トフ ァ ン,

焦 性 ブ ドー酸+ト リ プ ト フ ァ ン で は 夫 々209μ1,



静止菌の代謝に対するクロロマイセチンの影響　 3715

第7表　 O2消 質 に 於け る二 基 質 の 相 互作 用 と これ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グル コ ー ス,焦 性 ブ ドー酸 一 グル タ ミン酸

aureus

第8表　 O2消 費に 於 け る二 基質 の 相 互作 用 とこれ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グル コー ス,焦 性 ブ ドー酸 一 グル タ ミン酸

albus

第9表　 O2消 費 に 於 け る二 基質 の 相 互作 用 と これ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グル コ ー ス,焦 性 ブ ドー酸-ト リブ トフ ァ ン

F2a
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第10表　 O2消 費 に 於け る二 基質 の 相 互作 用 と これ に 対 す るCM, SM, AMの 影 響

グ ル コ ー ス,焦 性 ブ ドー酸-ト リブ トフ ァ ン

Fga

第11表　 O2消 費に 於け る二 基 質 の 相 互作 用 と これ に 対す るCM, SM, AMの 影 響

グ ル コ ー ス,焦 性 ブ ドー酸-ト リブ トフ ァ ン

aureus

第12表　 O2消 費 に 於 け る二 基 質 の 相 互 作 用 と これ に 対 す るCM, SM, AMの 影 響

グ ル コー ス,焦 性 ブ ドー酸-ト リブ トフ ァ ン

albus
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102μ1と なつて阻害は比較的小であり,従 つて トリ

プ トファンによるO2消 費促進作用が更に顕著に表

現されるようになつた.

SM, AMの 作用 はアスパラギン酸或はグルタミ

ン酸との組合せの場合と同様であり, SMは 各基質

に於けるO2消 費に余 り影響を与えず, AMは 各基

質共にかなりのO2消 費阻害を示 し,か つ トリプ ト

ファンによる促進作用を打消す作用を示 した.

F3aで は第10表 の如 くCMの 作用はF2aの 場合

と同様であり,グ ルコース,焦 性ブ ドー酸単独で基

質としたO2消 費はかなり阻害するが,ト リプ トフ

ァンと共に添加 した際のC2消 費は余 り阻害 しなか

つた.

而 してこの菌では阻害剤無添加に於ける トリプ ト

ファンのO2消 費促進 作 用は余り著 しくないが,

 CM添 加 に よ つ て この作 用 が 著 明 に現 われ るよ うに

なつ た.

aureus, albuaで は 夫 々第11, 12表 に示 す 如 くで

あ り,阻 害 剤 無添 加 に於 て も,又CM添 加 に於 て も

トリプ トフ ァ ンに よ るO2消 費促 進 作用 は見 られ な

か つ た.

d. グル コー ス又 は焦 性 ブ ドー酸-ヒ ス チ ヂ ン

ヒス チ ヂ ンと の組 合 せ に 於 て も トリブ トフ ァ ンの

場 合 と同様 で あ り, F2a, F3aは 第13, 14表 の如 く

ヒスチ ヂ ン単 独 で はO2消 費 を示 さ ない が,グ ル コ

ー ス或 は焦 性 ブ ドー 酸 と共 に添 加 す る と02消 費 を

増 大 し,か つ この 増 大 作 用 はCM添 加 に よ つて も

消 失 しなか つ た.

第13表　 O2消 費 に 於 け る二 基 質 の 相互 作 用 と これ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グ ル コー ス,焦 性 ブ ドー酸-ヒ スチ ヂ ン

F2a

第14表　 O2消 費に 於け る二 基質 の 相 互作 用 と これ に 対 す るCM, SM, AMの 影響

グ ル コー ス,焦 性 ブ ドー 酸-ヒ ス チ ヂ ン

F3a

又aureus, a1busで は第15, 16表 の 如 く, CM無

添 加 及 び添 加 の 場 合 共 に ヒス チ ヂ ンに よ るO2消 費
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第15表　 O2消 費 に 於け る二 基 質 の 相 互 作 用 と これ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グル コー ス,焦 性 ブ ドー酸-ヒ ス チ ヂ ン

aureus

第16表　 O2消 費 に 於け る二 基 質 の 相互 作 用 と これ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グ ル コ ー ス,焦 性 ブ ドー酸-ヒ ス チ ヂ ン

albus

第17表　 O2消 費 に 於け る二 基 質 の相 互 作 用 と これ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グル コー ス,焦 性 ブ ドー 酸-ク エ ン酸

F2a
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第18表　 O2消 費 に 於 け る二 基質 の相 互 作 用 と これ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グ ル コ ー ス,焦 性 ブ ドー酸-ク エ ン酸

F3a

第19表　 O2消 費に 於け る二 基質 の 相 互作 用 と これ に 対す るCM, SM, AMの 影響

グ ル コ ー ス,焦 性 ブ ドー酸-ク エ ン酸

aureus

第20表　 O2消 費 に 於 け る二 基 質 の 相 互作 用 と これ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グル コー ス,焦 性 ブ ド-酸-ク エ ン酸

albus
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第21表　 O2消 費 に 於け る二 基 質 の 相互 作 用 と これ に 対す るCM, SM, AMの 影 響

グル コー ス,焦 性 ブ ドー 酸 一 リボ ー ス

F2a

第22表　 O2消 費 に 於け る二 基 質 の 相互 作 用 と これ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グ ル コ ー ス,焦 性 ブ ドー酸-リ ボー ス

F3a

第23表　 O2消 費 に 於け る二 基 質 の 相互 作 用 と これ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グル コー ス,焦 性 ブ ドー 酸-リ ボ ー ス

aureus
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促進作用は認められなかつた.

第24表　 O2消 費 に 於け る二 基 質 の 相互 作 用 と これ に対 す るCM, SM, AMの 影 響

グ ル コー ス,焦 性 ブ ドー酸-リ ボ ー ス

albus

第25表　 二 基質 の相 互 作 用 に 於け る量 的 関 係

グ ル コ ー ス-ア スパ ラ ギ ン酸

F2a

e. グル コー ス又 は焦 性 ブ ドー酸-ク エ ン酸

f. グル コー ス又 は焦 性 ブ ドー酸-リ ボ ー ス

クエ ン酸 又 は リボ ー ス に対 す る グル コー ス又 は焦

性 ブ ドー 酸 の組 合せ に於 て も上 述 の ト リプ トフ ァ ン,

ヒスチ ヂ ン との 組 合せ に於 け る と 同様 にF2a, F3a

で は ク エ ン酸,リ ボ ー ス は単 独 で添 加 して もO2消

費 を示 さな い が,ク ル コース,焦 性 ブ ドー酸 と共 に

添 加 す る とO2消 費 を 増 大 し,か つCM添 加 で は

グル コー ス又 は焦 性 ブ ドー酸 を 基質 と したO2消 費

はか な り抑 制 され るの に対 し,こ れ らを ク エ ン酸又

は リポ ー ス と同 時 に 添 加 した 際 のO2消 費 は阻 害 さ

れ 難 く,従 つ て クエ ン酸又 は リポ ー スのO2消 費促

進 作 用 はCM添 加 によ つ て 顕 著 に現 わ れ る結 果 と

なつ た.

これ に 対 しaureus, albuaで は グ ル コー ス又 は

焦 性 ブ ドー 酸 に対 す る クエ ン酸又 は リボ ー スの二 基

質 の相 互 作用 はCMの 添 加,無 添 加 に拘 わ らず認

め られ な かつ た.

2. 二 基 質 の相 互 作 用 に於 け る量 的関 係 と これ に

対 す るCMの 影 響

以 上 の 如 く二 つ の基 質 を 同時 に加 え る と,各 基 質

単 独 の場 合 に比 しO2消 費 が促 進 され る例 が各 菌 で

見 ら れ, F2a, F3aに 於 て は この よ うな相 互 作 用 は

CMに よ り打 消 されず,む しろ助 長 され て表 現 され

るが, aureus, albuaで は打 消 され る とい う結 果 が

得 られ た.

そ こでF2a, aureusの 両 菌 を選 び各 菌 につ きO2

消 費 の増 大 が 見 られ る二 基 質 の組 合 せ に つ き,そ の

相互作用に於ける量的関係,即 ちO2消 費,基 質消

費,分 解産物の蓄積とこれ に対するCMの 影響を

検討 した.

a. グルコース又は焦酸ブドー酸-ア スパラギ ン酸

グル コースとアスパラギ ン酸 の組合せでは, F2a

に於ては第25表 に示す如 く, CM無 添加では両基質
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を同時に添加することによりO2消 費,グ ルコース

消費は著 しく増大し,同 時に同表下図の如 くアスパ

ラギン酸の消費も平行 して増大された.而 してこの

二基質を同時に添加 したO2消 費は前記の通 りCM

により阻害 され難 く,又 同時に基質消費に対する阻

害も小であり,か つ両基質(グ ルコース,ア スパ ラ

ギ ン酸)の 消費に対する阻害度は同程度 と見做され,

即ち一方の基質消費のみが特に強 く消費阻害をうけ

るということは認められなかつた.

第26表　 二基質の相互作用に於ける量的関係

焦性ブ ドー酸-ア スバラギン酸
F2a

第27表　 二基質の相互作用に於ける量的関係

グルコース-ア スバラギン酸
aureus

第28表　 二基質の相互作用に於ける量的関係

焦性 ブドー酸-ア スパラギン酸

aureus

而して分解産物蓄積について見ると,グ ルコース

単独添加ではCMに より焦性ブ ドー酸 蓄積 の割合

が増大するのに対 し,二 基質を同時に添加 した場合

にはCMに より焦性ブドー酸蓄積は減少 し,乳 酸,

酷酸蓄積はやや増大 した.

なおグルコースとアスパ ラギン酸を加えた場合に

は僅かながらグルタミン酸の生成が認められたが,

このような他種アミノ酸生成に対 してもCMは 殆ん

ど影響を与えなかつ た.

焦性ブ ドー酸とアスパラギン酸の組合せに於ては

第26表 の如 くであり,両 基質を同時に添加 した場合

のO2消 費,基 質消費はCMに より害 され難 く,か
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つ両基質の消費に対する阻害は同程度であつた.而

して二基質を同時に添加 した場合の乳酸,酷 酸の蓄

積の割合はCM添 加により増大された.

一方aureusに 於てはグルコース或は焦性ブドー

酸とアスパ ラギン酸の各組合せ(第27, 28表)で は

前記の如 く,二 基質同時添加によるO2消 費促進は

CMに より打消され,又 両基質の消費もO2消 費に

平行して抑制され,か つ一方の基質消費のみが特に

著しく阻害されるということはなかつた.

b. グル コース又は焦性ブドー酸-グ ルタミン酸

この組合せに於て も前述のアスパラギン酸の場合

と同様であり, F2aで は第29, 30表 の如 くグルコー

ス又は焦性ブ ドー酸とグルタミン酸を同時に添加す

るとO2消 費,基 質消 費共に促進 され, CM添 加に

よつても比較的阻害は小であり,か つ両基質消費は

同程度に阻害され,一 方の基質の消費のみが特に著

しいということは認められなかつた.

又aureusで は第31, 32表 の如 く両基質を同時に

添加 した場合のO2消 費促進作用はCMに よつて

抑制され両基質消費もこれに平行 して抑制される結

果であつた.

第29表　 二 基 質 の相 互 作 用 に 雰け る量 的 関 係

グ ル コー ス-グ ル タ ミン酸

F2a

第30表　 二基質の相互作用に於ける量的関係

焦性 ブドー酸-グ ルタミン酸

F2a

第31表　 二基質の相互体用に於ける量的関係

グルコース グルタ ミン酸

aureus



3724　 斉 藤 幸 成

c. グル コー ス又 は 焦 性 ブ ドー酸-ト リプ トフ ア

ン

d. グル コー ス又 は焦 性 ブ ドー 酸-ヒ スチ ヂ ン

e. クル コー ス又 は焦 性 ブ ドー酸-ク エ ン酸

f. グル コー ス又 は 焦 性 プ ドー酸-リ ボ ー ス

c～fの 各 組 合 せ に 於 て,前 記 の如 くF2a, F3a両

菌 で は ト リプ トフ 了 ン,ヒ ス チ ヂ ン,ク エ ン酸,リ

ボ ー ス は共 に単 独 で 添 加 して もO2消 費 を示 さな い

に拘 わ らず,グ ル コー ス又 は焦 性 ブ ドー 酸 と共 に添

加 す る と著 しい02消 費促 進 作 用 を 示 し,か つ これ

はCMに よつ て 打 消 され な い が, aureus, albua両

菌 で は この よ うなO2消 費 促 進 作 用 は 認 め られ ない.

第32表　 二基質の相互作用に於ける量的関係

焦性 ブド-酸-グ ルタミソ酸

aureus

第33表　 二 基 質 の 相互 作 用に 於 け る量 的 関係

グ ル コ ー ス-ト リプ トフ ァ ソ

F2a

第34表　 二 基 質 の 相 互 作 用 に 於 け る量 的 関 係

焦 性 ブ ドー酸-ト リブ トフ ァ ン

F2a

そこでこれらの組合せではF2aに ついての成績の

み示すと第33～ 第40表 の如 くであり,グ ル コースと

の組合せでは第33, 35, 37, 39表 に見られる通 りで,

トリプ トファン,ヒ スチヂン,ク エン酸,リ ボース

をグルコースと共に添加するとグルコース単独の場

合に比 し分解産物としての焦性ブドー酸その他の蓄

積の割合は減少 し, CM存 在下ではグルコース単独

の場合の焦性ブ ドー酸蓄積は著 しく増大するのに対

し,グ ルコースと他の基質を同時に添加すると焦性
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第35表　 二 基 質 の 相互 作 用 に 於 け る量 的 関 係

グル コー ス-ヒ スチ ヂ ン

F2a

第36表　 二基質の相互作用に於ける量的関係

焦性ブ ドー酸-ヒ スチヂン
F2a

第37表　 二 基 質 の相 互 作 用 に 於 け る量 的 関 係

グル コー ス-ク エ ン酸

F2a

第38表　 二基質の相互作用に於ける量的関係

焦性 ブドー酸-ク エン酸

F2a

第39表　 二 基 質 の相 互 作 用に 於け る量 的 関 係

グ ル コ ー ス-リ ボー ス

F2a



3726　 斉 藤 幸 成

ブド-酸 蓄積は減少するが,乳 酸,酷 酸蓄積の割合

がやや増大 した.

第40表　 二 基 質 の 相互 作 用に 於 け る量 的 関 係

焦 性 ブ ドー酸-リ ボ ー ス

F2a

焦性ブ ドー酸との組合せに於ても第34, 36, 38,

 40表の如 く,二 基質を同時に添加 した場合のO2消

費はCMに より影響され難 く,又 基質 消費に対す

る阻害 も小であり,か つ一方の基質のみが特に阻害

されるということはなかつた.

而 して二基質同時に添加 した場合の乳酸,酷 酸蓄

積はCM添 加によりやや増大する傾向が見られた.

IV. 総 括 及 び 考 按

菌に二つの基質を同時に添加すると,各 基質単独

の場合に比 し著しくO2消 費が促進される例が種々

ある.

本実験に於てはグルコース或は焦性ブド-酸 に対

するアスパ ラギン酸,グ ルタミン酸,ト リプ トファ

ン,ヒ スチヂン,ク エン酸,リ ボースの各組合せに

ついて検討 したのであるが, F2a, F3a菌 ではこれ

ら12種の組合せのすべてに於てO2消 費促進的な相

互作用が見られ,そ のうち トリプ トファン,ヒ スチ

ヂ ン,ク エン酸,リ ポースは単独て添加 しても両菌

共O2消 費を示さないが,グ ルコース,焦 性ブドー

酸 と共に添加すると著明なO2消 費促進作用が認め

られた.こ れに対 しaurene, albuaで はアスパ ラ

ギン酸,グ ルタミン酸に対するグルコース,焦 性ブ

ドー酸の4種 の組 合せに於てのみこのようなO2消

費促進作用が見られた.

この種の相互作用が如何なる機構によるものかは

詳細は不明であるが,二 つの基質の代謝(酸 化)に

於てある種の共範反応が成立することが推定 され,

又F2a, F3aで トリプ トファンその他 の単独では酸

化されないものでは,グ ルコースなどのエネルーギ

源の添加により細菌体 表面の通過1が容易となる17)

ことも一因と考えられる.

さてこの種の相互作用に対するCMの 影響,並 び

に比較のためSM, AMの 影響 を見ると, F2a, F3a

に於ては何れの組合せに於ても, CMは 各基質単独

添加のO2消 費はかな り阻害するが,両 基質を同時

に添加 した場合の阻害は少 く,こ の相互作用はCM

によつて打消されない.而 も各 基質単 独 の場合の

O2消 費が比較的大であり,二 基質 同時添加の場合

のO2消 費促進が余 り大でない場合には,各 基質単

独添加のO2消 費に対するCMの 阻害は大であり,

両基質同時添加のO2消 費阻害 は小である結果,相

互作用が鮮明に現わ れて来る.

CMはSM, AMと 同様適応酵 素 の生成を抑制す

ることが知 られ てい るが,こ の種のO2消 費促進作

用はAMに よつ ては消滅するが, CM, SMに よつ

ては打消されないので,グ ル コースなどの添加によ

り他方の基質に菌が適応 する結果のO2消 費促進と

は考えられない.

aureus, albusに 於てはグル コース,焦 性ブ ドー

酸に対するアスパ ラギン酸,グ ルタミン酸の各組合

せの二基質の相互作用はSMに よつては打消されな

いがCM, AMに より消滅 し, SMに よつて影響さ

れないことからやは り適 応 とは考えられないが,

CMに よつて打消され ることからF2a, F3aと は関

与する酵素がやや異るものと推定 され,恐 らく相互

作用機構そのものの相異ではな く,一 方の基質或は

両基質の酸化経路,又 は酸化に関与する酵素の相異

によるのではないかと想像される.

而して各 菌共にこの相互作用がAMに より打消

されることからす るに,こ の型のO2消 費促進作用

は燐代謝の関与 したある種の共軛反で応はないかと

推定されるがその詳細は不明である.

次に二基質の相互作用に於ける量的関係とこれに

対するCMの 影響 を見 ると, aureus, albusで は

前述の如 くO2消 費促 進作用はCMに より抑制され,

 O2消 費に平行して両基 質 消費も阻害 される,こ れ

に対 しF2a, F3aて は二 基質 同1時添加のO2消 費は

CMに より抑制され難 く,又 基質消費に対する阻害

も小であり,か つ一方の基質のみが特に強 く消費阻

害を受けるということはない.

而 して分解産物蓄積の割合を見ると,グ ルコース

との組合せに於 て は グル コース単 独添加ではCM

により焦性ブ ドー酸蓄積の割合が増大するのに対 し,
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二基質同時添加に於ては焦性ブドー酸蓄積は減少 し,

乳酸,酷 酸の蓄積はやや増大する.又 焦性ブ ド-酸

との組合せに於ても,二 基質 添加の場合はCM添

加により乳酸,酷 酸蓄積が僅かに増大するに過ぎな

い.

これらのことから見るに, CM存 在下に於ては各

基質単独添加の場合は,酸 化のはる段階が不円滑で

あるが,二 基質を同時に添加するとある種の共軛反

応が行われる結果, CM阻 害部位のエレク トロン授

受をその共軛反応が代行 し,酸 化が円滑に行われる

ためO2消 費阻害が少いものと想像される.

V. 結 言

Sh. flexneri 2a, 3a, St, aureus, albusを 供試菌

とし,前 編に引きつづ き クロマイセチン(CM)の

阻害剤としての作用並びに利用価値の研究の一部と

して,二 基質 の相 互 作 用 に対 す るCMの 影 響 を 検 討

して次 の 結 果 を 得 た-

1. Sh. flexneri 2a, 3aで にま,グ ル コ ー ス,焦

性 ブ ドー酸 に対 す る ア スパ ラギ ン酸,グ ル タ ミン酸,

トリブ トフ ァン,ヒ ス チ ヂ ン,ク エ ン酸,リ ポ ー ス

の各 組 合せ の二 基 質 はO2消 費促 進 的 な相 互 作 用 を

有 し,こ の促 進 作 用 はCMに よ り打 消 され な い.

2. St. aureus, albusで は,グ ル コ-ス,焦 性

ブ ドー 酸 に対 す る ア スパ ラギ ン酸,グ ル タ ミ ン酸 の

各 組 合せ に於 て の みO2消 費促 進 的相 互 作 用 が 見 ら

れ,か つ この 作 用 はCMに よ り打 消 され る.

終 りに 臨 み 終始 御 懇 篤 な る御 指 導 と御 校 閲 を 賜 つ

た 恩 師村 上教 授 に 深 甚 な る謝 意 を 表 し ます.
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To establich the addition effects and the utility of chloromycetin as inhibitor, the author 
studied the effects of chloromycetin on interaction between substrates following the previous 
report. Sh. flexneri 2 a, Sh. flexneri 3 a, Staphy. aureus and Staphy. albus was also used 

in this work. The following results were obtained.
1) The O2 uptake by Sh. flexneri 2 a or Sh. flexneri 3 a was promoted by the interaction 

that was revealed with addition of any combination of two taken among 2 groups substrates 
respectively; one contained glucose and pyruvate, the other asparate, glutamate, tryptophan, 
bistidine, citrate and ribose. This promotion was not inhibited by the addition of chlor
omycetin.

2) In the case of Staphy. aureus and Staphy. albus the promotive interaction upon the 

O2 uptake was observed only in the combinations of substrates containing asparate or glu
tamate; moreover, the promotion could be suppressed by chloromycetin.

3) The complete oxydation of pyruvate was supressed by NaN3, but the reaction yielding 
acetate from pyruvate was not inhibited by it, while chloromycetin could suppress this 
reaction. Thus the cooperative inhibition on O2 uptake seemed to be occured by the combined 
action of them.


